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1 欧米人名の研究の意義
人名は,書物に,新聞に,テレビに必ず出てくるほど,われわれの生活に
非常に身近なものであり,われわれの知識の大部分が人名と掛り合っている
ものである｡それにもかかわらず,人びとは人名そのものに対しては極めて
関心が薄い｡それというのも,人名はわれわれが必要とする知識なり,情報
なりに従属的に出現している場合がほとんどであるからであろう｡しかし,
実際にその知識なり情報なりを探索したり,記録したりする場合には,人名
たりといえども,的確な知識が要求されるものである｡
現在わが国では,欧米人によるあらゆる部類の著作が非常に多く翻訳され,
また,研究されている｡それが単行本として発表されたり,学術雑誌などに
掲載されたりしている｡従って,われわれは文献探索などの目的で,欧米人
名を用いて各種の書誌,目録または事典類を検索せねばならない機会も多く
なっている｡
欧米人名については,その形態や命名法が,わが国と異なり,また言語や
文字の相違なども加わって,欧米人名による文献探索は意外と厄介な問題が
内在している｡
人の名前は,わが国では,氏名とか姓名とかの用語で呼ばれ,また姓につ
いては,名字 (または苗字)とか,氏とかのように,各種の用語で呼ばれて
いる｡欧米でも同様に,種種の用語で呼ばれている｡
現在欧米人の名前は,通例,名の部分と姓の部分から成り,名の部分が前
に,姓の部分が後に置かれ,わが国の名前の順序と反対である｡名は個人に
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つけられ,姓は家につけられ,すなわち親から子-と継承され,姓の部分か
ら検索されることでは,わが?国と同様であるO但し,-ソガリー 人は,日本
人や中国人と同様,姓と名の順序で表記される｡例えば,｢/､ソガリ 狂ー詩
曲｣などの作曲で有名なリストは,リスト･フェレンツLisztFerenczであ
り,.姓と名の順序である｡また,アイスランド人は,世界でも珍しい姓のな
い名前で表記されている｡すなわち洗礼名としての名を持ち,その後に自分
の父親の名を属格にして,それに男の子の場合は,-ソソ ､-SOn(息子の意),
女の子の場合は,-ドティール dーottir(娘の意)なる接尾辞を付加して姓
の代 りに用いる｡いわゆる父称 (patronymics)を採用している｡例えば;
父の名前がマグヌス･ヨーソソソMagnusJ6nssonであり,息子の洗礼名が
ステファーソStef孟n,娘の洗礼名がオ ラー フイ761afiaである場合,息子
の名前は,ステファーソ･マグヌッソソStef孟nMagnusson,娘の名前は,
オーラフィア･マグヌスドティール61afiaMagnusdotirとなる.従って,
この姓めいた呼び名は,代代変ることになる｡
名は,通常その人の出生時に与えられるが,姓より ｢前にある名｣という
意味で,英語ではフォーネーム(forename)と言われている.キリスト教徒
の子は洗礼のときに名が付けられるので,特に洗礼名 (baptismalname)
またはクリスチャン･ネーム (Christianname)とも呼ばれている｡アメリ
カでは,｢名前の一番先に置かれる名｣の意で,ファースト･ネーム (first
name),または ｢本人に与えられた名｣ということで,ギ･7'ソ ･ネーム
(givenname)とも称せられている｡クリスチャン･ネ｢ムは必ずしもキ
リスト教徒でなくても,あるいは洗礼を受けなくても,このような名が付け
られるので,ファースト･ネームとかギブソ･ネームとかと言われるものと
同じことになる｡
姓は,サーネーム (Surname)または家名 (familyname)と言われてい
るOアメリカでは,イ最後に置かれる名｣の意で,ラース ト･ネーム (last
66
さらに,77-スト･ネームとラースト･ネームの中間にある名という意
味で,ミドル･ネーム (middlename)と称する名がある｡この名は,すべ
ての人が皆保持しているわけではない｡'これの無い人も少なくない. ミドル
･ネームはファースト･ネームと並んで,第二の名として命名されたり,保
持されたりするので,セカンド･ネーム (Secondname)と言われる場合も
ある｡
英語では,姓に対する個人の名を特に個人名 (personalname)と称する
ことがある｡欧米人は,この名がその人の出生時の命名のときから複数命名
されていたり,また婦人が結婚により夫の姓を名乗ると同時に,自己の名の
部分に実家の姓を付加して表記したりする｡また姓の部分では,しばしは-
イフソ,接続詞,前置詞 (前置詞と冠詞,またはその縮約形を含む｡)を用
いて,また時にはその何れも用いずに,複数の姓が連結されているもの,い
わゆる複合姓であったり,前置詞や冠詞等の前置語を伴なう姓であったりす
る｡複合姓については,出生時から保持している場合,または結婚により夫
の姓若しくは妻の姓を自己の姓に付加して,名乗っている場合等がある｡
わが国の名前は,現在では,一つの姓と一つの名から成る完全な単姓単名
制である｡これに対して,欧米では,複名複合姓である場合がしばしばである｡
欧米人の名前が略さないで,完全な名前で表示されているとき,この略さ
ない名前を英語ではフル ･ネーム (fulname)と称する｡このフル ･ネー
ムが,しばしは複数の名の何れかを省いたり,名をイニシアル (かしら字)
で表示されたりする場合がある｡わが国は単姓単名制であるから,フル ･
ネームとかフル･ネームでないとかの考えがなく,これに対する日本語の用
語もない｡
複名複合姓の欧米人名について,どの部分が人名保持者の姓であり,名で
あるかを識別することは容易でない場合がある｡
本稿では,欧米人名,主として英米人名の命名法や形態について,著名な
小説に登場する人物の名前や著名な著作者の名前を参照しながら,その一端
67
を調べてみたい｡
2 イギリス小説に登場する人物の名前及び作家の名前について
イギリスの小説家,劇作家で,｢月と六ペンス｣,｢お菓子とビール｣等の
作品で知られるサマセット･モームは,世界の小説の中から,その代表的な
小説を10第選び出したが,その中に-ミリ･プロンテ作の ｢嵐が丘 (1847)｣
が挙げられている｡(注1)
この作品の舞台は,イソグラソド北東部のヨークシャー,時代は18世紀の
終りから19世紀の初め,ア-ソショウ家 (嵐が丘)とリソトン家 (スラシュク
ロス屋敷)の二つの家族の三代にわたる歴史が語られているので,登場人物
の命名の在り方を知るには,誠に好都合である｡この三代にわたる登場人物
の系図を次に掲げ (注2),登場人物に対する作者の命名法を探ってみたい｡
アーンショウ家
TheEarnshaws
(嵐 が 丘)
祖 父
祖 母
1773死
リントン家
TheLintons
(スラシュクロス屋敷)
祖 父
ヒンドリ･ア-ンショウ
HindleyEarnshaw
フランセス･7-ンショウ
FrancesEarnshaw
1778死
キャスリン･7-ンショウ
CatherineEarnshaw
エドガ･リントン
EdgarLinton
1801死
イザベラ･リントン
IsabellaLinton
ヒー スクリフ
Heathcliだ
1802死
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i:≦3
ヘヤトン･アンショウ
HaretonEarnshaw
1778生
※2
キャスリン･リントン
CatherineLinton
1784生
リントン･ヒー スクリフ
LintonHeathcli打
1784生 1801死
上掲の系図の第1のリントソ･ヒースク1)フの名は母方の姓であり,姓は
父方の姓である｡※2のキャスリン･リントンの名は母の名である｡※3の
-ヤトン･7-ソショウの名前は,先祖の名前と同名である｡(注3)
また,イギリスの小説家ダニエル ･デフオー作の小説 ｢pピソソソ･ク
ルーソ ｣ーの作品の主人公の名ロビンソンは,母方の姓であると,作品中に
次のように出てくる｡(注4)
｢私は1632年,ヨーク市に生まれた--父がブレーメン生まれの外国人で
--･ヨークに住みついた--･この町の出身である私の母と結婚した--母の
実家はロビンソソとい ,ゝ土地の名望家であった｡そういうわけで私は初め
ロビンソン･クロイツナ-エル (筆者注,RobinsonKreutznaer)と呼ばれ
ていたが,イギリスによくある靴りのおかげで今ではクルーソー (筆者注,
Cmsoe)とわれわれ一家のものはよばれるようになった｡いや,自分でそ
次に,｢嵐が丘｣の作者-ミ1)･7'pソテの父母,兄及び姉妹の名前を調
べてみたい｡(注5)
1812年 父PatrickBronteと母MariaBranwel結婚
1813年 長女 (柿)MariaBronte誕生
1815年 二女 (柿)ElizabethBronte誕生
1816年 三女 (柿)CharloteBronte誕生
1817年 長男 (兄)PatrickBranwelBronte誕生
1818年 四女 (本人)EmilyJaneBronte誕生
1820年 五女 (妹)AnneBronte誕生
長女のマリアは,母の名と同じであることは,｢嵐が丘｣の登場人物のキャ
スリン ･リントソと同様のケースである｡長男のファースト･ネームのパ ト
リックは,父の名である｡また,ミドル ･ネームは,母方の姓であり,姓は
父方の姓を受け継いでいることは,｢嵐が丘｣の登場人物のリントソ･ヒー
スクリフや ｢ロビンソン･クルーソ ｣ーの主人公の名前と全く同一の命名の
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され方である｡
かような親の名や母方の姓等の命名は,17,8世紀からビクトリア朝時代
のイングランドでは,一般に行われていたことがうかがえる｡
次に,上述のプロソテ家族の長男パ トリックと四女-ミリは,セカンド･
ネームとして, ミドル ･ネームが命名され,ともに誕生の洗礼のときに命名
されている｡パ トリックは母方の姓を命名されているのに対して,-ミリは
同種類の洗礼名を重ねて命名されていることの相違がある｡すなわち,パ ト
リックのミドル ･ネームには,もともと姓である名前が命名されていること
に対して,エミリのミドル ･ネ ームには,もともと名である名前が命名され
ていることの相違がある｡
ェミリの名前は,事典,辞書類には,フル ･ネームで表記されている場合
が多いが,著者名として,また文献のタイトルとして表示されているときは,
ミドル ･ネ-ムのジェイソJaneは省略 され,- ミ1)･プロソテEmily
Bronteと表記されている場合が多い｡(注6)
- ミリ･プロソテ作の ｢嵐が丘｣を激賞したウィリアム･サマセット･
モームWiliamSomersetMaughamの名前は,パ トリック･ブランウェル
･プロソテと同一形態の名前である｡このモームの名前は,事典,辞書類に
は,フル ･ネームで表記されている場合もあるが,著者名として,また文献
のタイトルとして表示されているときは,その多くは,ファース ト･ネーム
のWiliamがW.のイニシアルで表示されているか,またはこのイニシア
ルのW.をも省略されて,SomersetMaughamという形態で表示されてい
る｡(注7)
イギリスの劇作家,小説家,批評家で,またノーベル文学賞の受賞者でも
あるバーナード･ショーのフル ･ネームは,ジョージ･バーナード･ショー
GeorgeBernardShawであるが,ショー自身G.BernardShawと署名し
(注8),また晩年には,ファース ト･ネームのイニシアルのG.をも省略
してBemardShawと称したこととも似ている｡
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また,アメリカの小説家,社会批評家であるジェイムズ ･フェニモア･
クーパ JーamesFenimoreCooper(1789-1851)は,ニュージャージー州
バーリントンの旧家の生まれで,ミドル ･ネームのFenimoreは母方の姓で,
このミドル･ネームを名乗るようになったのは,1826年から数年間ヨーロッ
パに滞在したときからである｡(注9)このクーパーの著作の全集が1891年
に,Worksof∫.FenimoreCooper(注10)と題するタイトルで刊行されて
いる｡このタイトルの中のクーパーの名前も,モーム等の名前と同じく,
ファースト･ネームはJ.のイニシアルで表示されている｡パトリック･プ
ランウェル ･プロソテ,サマセット･モーム,バーナード･ショー,クー
パー等の名前のミドル ･ネームは,何れも同一性格のものであり,-ミリ`･
プロソテのミドル･ネームのジェイソとは性格を異にするものである.I
欧米人名を的確に認識し,識別するためには,もう少しこのミドル ･ネー
ムについて検討する必要がある･.
3 ミドル ･ネームの命名または名乗りについて
ヨーロッパにおけるミドル･ネームの命名または名乗 りは,二つの方式に
よって,行われている｡その第-の方式は,ファースト･ネームと並べて,
もう一つの名を付け加えるものである｡さらに,この名には二種類あり,そ
の一つは,母方の姓等,元来は姓である名前を命名または名乗るものである｡
その例として,前述した次のような名前が挙げられる｡
PatrickBranwelBronte
WiliamSomersetMaugham
GeorgeBemardS血aw
JamesFenimoreCooper
もうー つは,洗礼名等元来は名である名前を重ねて用いるもので,前述した
EmilyJaneBronteの名前を挙げることができる.この二種類の名前は,何
れも同一のファースト･ネームとラースト･ネームの保持者の間で,他の人
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と当人を区別する名として,大いに役立ったことは言うまでもない｡
第二の方式は,ファースト･ネームに並べて,父親の名を示す,いわゆる
父称 (patronymics)を用いるものである..すなわち,父親の名に息子を意
味する接尾辞を付け加えたものである｡この父称は,同名の他の人と当人を
区別するために用いられるようになったものである｡これは,現在ロシア人
の名前に見られるものである｡ロシア人の名前は,′三つの部分から成 り,
フア｢スト･ネームの名,ミドル･ネームの父称及びラースト･ネームの姓
から成る｡父称は,父親の名に-ovまたは-evを付加し,さらに接尾辞-ic九
を付して作られる｡(但し,これは男子の場合であり,女子の場合は,名 ･
父称 ･姓のすべてが女性形語尾を採り,-ichは-naと変化する｡)例えは,
文豪 トルス トイの名前は,レフ ･ニコライェヴィチ ･トルス トイLev
NikolayevichTolstoy(注,キリル文字のものをラテン文字に翻字せるも
の)であり, トルストイの父のファースト･ネームはニコライNikolayで
あることが確認できるわけである｡ロシアでは.知人同士で呼称するときは,
名と父称だけを用いるのが普通である｡ちょうど,姓を持たない前述のアイ
スランド人の名前と同一形式のものである｡但し,ロシ7人の場合は,ラー
スト･ネームとしての姓を保持していることが異なる｡
第一の方式と第二の方式のミドル･ネームについては,ファースト･ネー
ムとラースト･ネームの中間に置かれている名であるという外形的形態は全
く同じであるが,本質的には全く相違するものである｡それは,この名前の
発生経過が異なるからである｡すなわち,第-の方式のミドル ･ネームは,
ファースト･ネームとラースト･ネームの発生以後,その中間名として発生
し,家柄を誇示する等の理由から,母方の姓等を命名または名乗られたもの
であり,同時に同一名の他の人と当人を区別するために役立てられたもので
ある｡これに対して,第二の方式のミドル ･ネームを用いるロシアでは,
ラースト･ネームの姓の発生以前に,すでに現在ミドル･ネームである父称
が用いられており,名と父称で呼称されていた｡ところが父称だけでは,父
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親との関係しか明示しえず,家系または家を誇示または明示するためには,
不都合であったため,家名たる,すなわち継釆される姓が必要となり,姓を
採用するようになって,この姓を父称のあとに付け加えて表示するように
なったものである｡
この父称の命名は,ロシア人やアイスランド人だけの習慣ではなく,印欧
語族全般にわたる習慣である｡印欧語族では,この父称を用いて自己の名と
他の名とを区別する方法を早くから採用しており,この父称が自己の名の添
名 (byname)または縛名 (surnameの原義)として用いられていたが,辛
がてこの父称が親から子へと継承され,家に固定されて家名(familyname)
として確立 され るに至った｡現在では姓 (sumame)と家名＼(family
name)の区別がなくなってしまった｡現在では父称から発生した近代姓は
欧米各国に見られる｡これの表現形式は,父祖の名に接頭辞または接尾辞を
付加することが最も顕著な特徴であり,各民族はそれぞれ独自の接頭辞また
は接尾辞で表現した｡もちろん,この接頭辞または接尾辞が省略されて父祖
の個人名そのままの場合もあり,また父祖の名の属格形による曲用の場合も
ある.印欧語族のほとんどの民族は;個 人の名に付加する添名または緯名と
しての父称を近代姓に発展せしめ,近代姓の-種類を生み出したのである｡
これに対して,ロシア人は添名または縛名としての父称をそのまま存続せし
め,これを現在のミドル･ネームの位置に置き,ラースト･ネームの姓を別
個に発達せしめたことの相違がある｡また,アイスランド人は,､父称を未だ
添名としての性格のままで用いており,従って親から子-と継承されず,そ
の個人に密着した名前であり,世代が代るごとに変る名前である｡
次に,第-の方式のミドル･ネームの場合,その命名または名乗りの時期
に二とおりある.その一つは,出生時の洗礼等のとき命名されるものであり,
他は婦人が結婚後 ミドル･ネームとして,すなわち夫の姓の前に表記される
実家の姓であり,実家の姓と夫の姓とが並んで表示されるものである｡また,
時には人生の途中必要に応じて,母方の姓等を名乗るものもある｡前述の
73
JamesFenimoreCooperはこれに類するものである｡
前者の出生と同時に命名されたものの例としては,前述のPatrickBran-
WelBronte,WiliamSomersetMaugham,GeorgeBernardShaw等であ
る｡
後者の例としては,｢アンクル ･トムの小屋｣の作者で,アメリカの女流
小説家- リニット･エ リザベス ･ビーチャー･ス ト-HarrietElizabeth
BeecherStowe(1811-1896)の名前である｡Beecherは実家の姓である｡
未婚時代の名前は,HarrietElizabethBeecherであったが,1832年Calvin
ElisStoweと結婚して,Ha汀ietElizabethBeecherStoweとなったわけで
ある｡ス トー の未婚 時代 の ミ ドル ･ネームで,第二 の洗礼名 である
Elizabethは,フル ･ネームとしては表示されるが,普通は表記されない｡
これはEmilyJaneBronteのJaneと同様のケースである.この種のミドル
･ネームは省略されて表記されることが多い｡ス トー の名前の表示について,
事典,辞書類には,次のように種種の形式で表示されている｡
Stowe,HarrietElizabethBeecher(注11)
Stowe,Harriet〔Elizabeth〕Beecher(注12)
Stowe,HarrietElizabeth,neeBeecher(注13)
但し,著者名として,また文献のタイ トルとして表記されているときは,
HarrietBeecherStoweと表示されるのが通例である｡(注14)
イギリスで ミドル ･ネームを使用する習慣が普通になってきたのは,19世
紀になってからのことである｡18世紀には,劇作家 ･政治家であり,風習喜
劇の傑作で知られるリチャード･プリンズリー･シェ1)ダソRichardBrins-
1eySheridan(1751-1816)であるとか,イギリスの女流作家で,怪奇小説
｢フランケンシュタイン｣等の著作で知られるメアリ･ウルス トソクラフト
(ゴドウィソ)シェリーMaryWolstonecraftGodwinSheley(1797-1851)
の母であり,"Vindicationoftherightsofwoman."の著作で知られるメア
リ･ウルス トソクラフト･ゴドウィンMaryWolstonecraftGodwin(1759
74
-1797)等の名前がわずかに見 られる｡Sheridanの ミドル ･ネームの
Brinsleyは母方の姓であり,Godwinの ミドル ･ネームのWolstonecraft
は,実家の姓で,Wiliam Godwinと結婚後,ミドル･ネームとして旧姓を
保持したものである｡イギリスでは,17世紀以前には,このミドル ･ネーム
を保持する名前は,ほとんど見受けられない｡ ドイツでは,イギリスよりも
早くこのミドル･ネームの習慣が行われていた｡
アメリカにおいては,1620年メイフラワー号でアメリカに渡り,プリマス
植民地を建設した102名のピルグリム･､ファーザーズの中には,ミドル ･
ネームの保持者は一人もいなかった｡さらに18世紀の中頃に至るまで, ミド
ル･ネームの使用は,ほとんど行われなかった｡アメリカの初代から第17代
までの大統領のうち,ミドル･ネームを保持していたものは,第6代,第9
代及び第11代の3人の大統領だけであるが,第18代大統領UlyssesSimpson
Grant(1822-1885)から現在の第40代大統領RonaldWilsonReagan(1911
1 )までについてみると,逆にミドル･ネームを保持していなかったも
のは,第23代,第25代及び第26代の3人の大統領だけである｡現在ではミド
ル･ネームを保持しない人は少数になるほどに普及した｡その一方では,こ
の三つの名前をフル･ネームで併記する煩しさを避ける動きがあり,その方
法として,このミドル･ネームをイニシアルで表記する習慣が生じ,アメリ
カ人の名前の表記の特徴となった｡その一例として,第35代アメリカ大統領
であった ケネディの名前が挙げ られ る｡その フル ･ネームは,John
FitzgeraldKennedyであるが,ケネディ自身ミドル ･ネームのFitzgerald
をF.のイニシアルで署名し,またケネディ関係文献のタイトルでも,その
ように表示されている｡(注15)ケネディのミドル ･ネームのFitzgeraldは,
母方の姓で,母はボストン市長をながくっとめた父を持つ名家の出であった｡
ミドル･ネームをイニシアルで表記する極端な一例が,第33代アメリカ大統
領 トルーマソの名前で,そのフル ･ネームはHarrySTrumanであり, ミ
ドル ･ネームのSはイニシアルではなく,レターのSl字の名である｡
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従って省略を示すビT)ヨードは必要としないものである｡
これに対して,イギリスでは,ミドル ･ネームだけをイニシアルとする習
慣はない｡もし名前をフル･ネームで表記せず,イニシアルを使用するとき
は,ファースト･ネーム,ミドル･ネームともにイニシ7ルとするか,また
は時にはファースト･ネームのみをイニシアルとする方法が行われている｡
前者のファースト･ネーム,ミドル･ネームともにイニシアルとする方法が
広く行われている｡この方法で表記されている著名なイギリスの文学者,小
説家,社会学者であり,｢世界文化史大系Theoutlineofhistory.全6巻｣等
の著作で著名なH.G.ウェルズのフル･ネームは,HerbertGeorgeWels
(1866-1946)であるが,文献のタイトルとしては,H.G.Welsと,また
｢チャタリー夫人の恋人｣等の小説で知られるD.H.ロレンスのフル ･ネー
ムは,DavidHerbertLawrence(1885-1930)であるが,文献のタイトル
としては,D.H∴Lawrenceと,それぞれファース ト･ネーム,ミドル ･
ネームともにイニシアルで表記されているのが通例であるO(注16)また,
ウェルズ自身も,H.G.Welsと署名している｡(注17)イギリスにおいて,
ファースト･ネームのみをイニシアルとし,ミドル･ネームは略さない場合
は,恐らくミドル･ネームが母方の姓等の家柄等を示すもの,すなわち洗礼
名等の名ではなく,本来姓である名前であるときに,行われるのが,その主
なるものであろう｡その例として,前述したW.SomersetMaugham,G.
BernardShaw等が挙げられるであろう｡また,前述のJ.FenimoreCooper
はアメリカ人であるが, ミドル･ネームのFenimoreの使用は,1926年から
数年間欧州に滞在したときからであることは前述したとおりであるが,
ファースト･ネームをJ.のイニシアルで表記したのは,恐らくは ドイツやイ
ギリスの影響を受けたものであろう｡アメリカでは,ケネディの名前の表記
にみられるように,そのミドル･ネームのFitzgeraldは,母方の家柄を示
す姓であるが,このミドル･ネームのみをイニシアルで表記するのに対して,
イギリスでは,モーム等の名前に見られるように,ファースト･ネームのみ
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をイニシアルとし, ミドル ･ネームは略さないで表記することの習慣の相違
は,やはり実用性よりも,格式を重んじるイギリス人気質と,庶民性,実用
性を重んじるアメリカ人気質の相違からくるものと思える｡
さらに,イギリスでは,前述のとおり,W.SomersetMaughamやG.
BemardShawの名前のように,ファースト･ネームめみをイニシアルとす
るような不恰好で,実用にも不便である表記法には;やがて抵抗を感じ,こ
のイニシアルも省略して,ミドル･ネームとラースト･ネームのみで表記す
る風習も生じた｡
次に,ファース ト･ネームとラースト･ネームだけの名前の場合には,
ファースト･ネームをイニシアルで表記するという名前は,現実には見受け
られない｡かような形式の名前は,他の名前との識別が困難となるからであ
ろう｡アメリカの作家で,｢賢者の贈 りもの｣,｢20年後に｣,｢最後の一葉｣
等の代表作で知られるオー･-ソリー0.Henry(1862-1910)紘,本名は,
WiliamSydneyPorterであるが,公金横領の罪名で服役し,出所後は前科
者という過去を知られるのをひどく恐れていたと言われることから,0.
Henryのような,つかみにくい筆名で押し通したものと思われる｡オー･
-ソリーの著作を検索するとき,0.Henryで検索するのか,または
Henry, 0.で検索するのかとよく問われるところである｡
欧米では,名の部分に家系,家柄等を表示したいという願望から, ミドル
･ネームに元来姓または家名である名前を表示することについては,前述し
たとおりであるが,同じく姓の部分にも,かような表示をする風習が,欧米
において広く行われている｡特にラテン系の言語の国民において顕著である｡
かような姓は,母方の姓,妻の姓,名付け親 (godfather)の姓等の各種の
名前を父方の姓と並べて,連結された姓を形成する場合である｡かような姓
を複合姓と称し,形態としては,-イフソ,接続詞または前置詞 (前置詞と
冠詞及びその縮約形を含む｡)によって連結されたもの,またはその何れも
用いずに連結されているものである｡
77
イギリスの軍人で,ボーイスカウトの創設者であり,｢スカウチイソグ･
フォア･ボーイズ (Scoutingforboys) ボーイスカウト日本連盟訳｣の著
作で知られるベイデソニボー-ルは,乃木将軍とも交友があり,日本の武士
道精神の理解者でもあり,来日したこともあるが,このベイデソ=ポーエル
のフル ･ネームは,RobertStephensonSmythBaden･Po'wel(1857-1941)
である｡ベイデソニボーエルの姓は,Baden･Powelであり,′､イフソで連
結された複合姓となっているoその由来は,父 (オックスフォード大学の学
盟)の名前がBadenPowelであ り,父のファース ト･ネームBadenと
ラース ト･ネームPowelを連結して複合姓を形成している.ベイデソニ
ボーユルの名付け親は,著名なェソジニアであったRobertStephenson
(1803-1859)であるが,この名付け親の名前がそのままファースト･ネー
ムとセカンド･ネームとなり,さらにヴァージニアのジョン･スミスの傍系
の子孫であり,ネルソン提督の後商でもある母の実家の姓Smythがサード
･ネ-ム (第 3の名)となっている｡(注18)かように,ミドル,･ネームの
部分が,複数の名前から成っている場合がある｡
わが国の名前は,現在では,単姓で単名であるが,ベイデソ=ポ--ルの
名前にも見られるように,欧米人名は,名の部分については,ファースト･
ネームのほかに,セカンド･ネームを保持しており,時にはサード･ネーム
またはそれ以上の名を保持する場合もあり,また姓の部分については,二つ
またはそれ以上の姓を連結された複合姓である場合がある｡かような欧米人
名を的確に認識し,識別するためには,さらに複合姓を検討する必要がある｡
4 複合姓について 一
前節で述べたとおり,複合姓とは,母方の姓,妻の姓,名付け親の姓等,
各種の名前を父方の姓と並べて,連結された姓と,定義付けしたとおりであ
るが,連結される名前は各種のものがある｡例えば,さきに例示 した
Baden･Powelなる複合姓は,前述のとおり,父の名と姓による複合姓であ
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る｡この父の名であるBadenの由来を尋ねれば,あるいは母方の姓,祖父
母の姓等であり,前述のデフオーの小説 ｢ロビンソン･クルーソー｣の主人
公の名前のロビンソンと同じ性格のものであるかもしれない｡
複合姓を構成要素の観点から定義付けすると,二つ以上の実詞 (ー名前)に
よって構成された姓と称することができる｡その多くは,実詞と実詞との間
に,それを連結することを示す-イフソ,接続詞または前置詞 (前置詞と冠
詞,･∫またはその縮約形を含む｡)を有し,時にはその何れも用いずに連結さ
れている場合もある｡
1 -イフンで連結された複合姓
a PhilipJohnNoeトBaker(1889-1982)
イギリスの政治家,世界平和 ･軍縮運動家で,1959年ノーベル平和賞
の受賞者でもあるノエル=ベーカーは,妻の姓Noelと自己の姓Baker
とを連結して,1926年頃からNoel･Bakerという複合姓で名乗るように
なった｡(注19)
b EmanuelHaldeman･Julius(1889-1951)
アメリカの出版者,作家であり,1919年以降"LitleBlueBooks"なる
10セント文庫本の出版で有名な-マヌエル ･ホルドマン-ユリウスは,
1916年MarcetHaldemanと結婚 し,妻の姓Haldemenと自己の姓
Juliusとを連結して,HaldemanJuliusという複合姓で名乗るように
なった｡(注20)ホル ドマン=ユリウスの著作における著者名の表記の
一例を示すと,次のとおりである｡
The丘rsthundredmilion;byE.Haldeman-Julius.NewYork,
SimonandSchuster,1928.
c EdwardAlbertSharpey･Shafer(1850-1935),
イギリスの生理学者で,WiliamSharpeyの弟子であるエドワード･
アルバート･シヤービー-シェ-ファーは,恩師の姓Sharpeyと自己
の姓Sc旭ferとを連結して,Sharpey･Shaferという複合姓で名乗るよ
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うになった｡(注21)
2 接続詞で連結された複合姓
この形態の複合姓は,英米の慣習にはなく, ドイツ,オーストリア,ス
ペイン等に見受けられる｡特にスペインにおいて顕著である｡
a LuluYonStrausundTorney(1873-1956)
ドイツの女流詩人であるルール･フォン･シュトラウス･ウソト･ト
ルナイの姓は,StrausとTomeyの名前をドイツ語の接続詞undで連結
された複合姓となっている｡彼女の著作における著者名の表記の一例を示
すと,次のとおりである｡
Lucifer,Roman;YonLuluYonStrausundTorney.Jena,E.
Diederichs,1924.241p.21cm.
b Jos60rtegayGasset(1883-1955)
スペインの哲学者で,｢大衆の反逆Larebeli6ndelasmasas｣等の著
作で著名なホ七･オルテガ･イ･ガ七の姓は,父方の姓Ortegaと母方
の姓Gassetとをスペイン語の接続詞y(英語のandに当る)で連結さ
れた複合姓となっている｡(注22)オルテガの著作の日本語翻訳書にお
けるオルテガの著者名の表記の⊥例を次に示すと,次のとおりである｡
反文明的考察 ホ七･オJL:テガ･イ･ガセ著 l西洋能生訳 東京 東
海大学出版会 1966269p21cm
スペイン人の複合姓は;極めて複雑で特異である｡その一例が,オルテ
ガの複合姓に見られるものである｡
3 前置詞または前置詞と冠詞もしくはその締約形で連結された複合姓
RogerMartinduCard(1881-1958)
｢チポー家の人々｣の作者で,ノーベル文学賞の受賞者でもあるフラ
ンスの小説家pジェ･マルタソ･デュ･ガールの姓はMartinduCard
で,フラソス語の前置詞deと定冠詞leの縮約形du(-de+le)で連結
された姓となっている｡マルタソ･デュ･ガールの名前についてわが国
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の翻訳書における表記の一例を示すと,次のとおりである.
アンドレ･ジイド=ロジェ･マルタソ･デュ･ガール往復書簡-1
ジャン ･ドレ編 ･序 中島昭和,鈴木重生訳 東京 みすず書房
1971
4 -イフソ,接続詞等を用いずに連結されている複合姓
a BasilHenryLiddelHart(1895-1970)
イギリスの軍事研究家,歴史家であり,第1次世界大戦史,第2次世
界大戦史等の著作のあるバジル･-ソリー･1)デル ･--トの姓は,
LiddelHartで,-イフソ,接続詞等のしげ れも用いずに複合姓となっ
ている｡リデル･--トの著書における著者名の表記の一例を示すと,
次のとおりである｡
HistoryoftheSecondWorldWar〔by〕B.H.LiddelHart.New
York,CapricomBooks〔1972〕2V.21cm.
わが国の翻訳書における原著者名とし七の表記の二例を示すと,次のと
おりである｡
世界史の名将たち リデル ･--ト著 森沢亀鶴訳 東京 原書房
1980216,10p20cm
b DavidLloydGeorge(1863-1945)
イギT)スの政治家であるデヴィッド･ロイ ド･ジョー ジの姓は,
LloydGeorgeであり,Georgeは父方の姓,またLloydは母方の姓で
ある.(注23)ロイド･ジョー ジの著書における著者名の表記の一例を
示すと,次のとおりである｡
MemoirsofthePeaceConference;byDavidLloydGeorge.New
Haven,YaleUniversityPress,1939.2V.25cm.
あ と が き
欧米文献探索上 著者名の見地から,欧米人名主として英米人名につい`て,
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検討を試みたものである｡今回は主として, ミドル ･ネームの検討に主眼を
置き,若干これとの関連において,複合姓についても,検討を試みたもので
ある｡
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